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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成30年6月28日(2018.6.28)

【公開番号】特開2017-171957(P2017-171957A)
【公開日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-037
【出願番号】特願2016-56119(P2016-56119)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/03     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/22     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｍ
   Ｃ２２Ｃ   19/03     　　　Ｍ
   Ｂ２２Ｆ    1/02     　　　Ｄ
   Ｂ２２Ｆ    9/24     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｂ    1/00     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｂ    1/22     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｂ    5/00     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｂ   13/00     ５０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月15日(2018.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　このような反応液中の薬剤に起因する窒素やアルカリ金属元素などの不純物は、晶析工
程の後でニッケル粉末に純水による十分な洗浄を施しても、完全に除去されることはなく
、ニッケル粉末中に一定量が残留するため、これらの不純物は、ニッケル粒子表面への付
着にしているのではなく、ニッケル粒子中に取り込まれているものと考えられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　アルカリ金属水酸化物の配合量は、ヒドラジンの還元力が十分に高まって、晶析反応速
度が大きくなるように、反応液のｐＨが、反応温度において、９．５以上、好ましくは１
０．０以上、さらに好ましくは１０．５以上となるように調整されることが好ましい。な
お、反応液のｐＨは、たとえば、２５℃と８０℃程度における値を比較すると、高温の８
０℃の方が小さくなるため、この温度によるｐＨの変動を考慮した上で、アルカリ金属水
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酸化物の配合量を決定することが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　本発明における晶析工程での第１の実施形態において、ニッケル塩溶液と還元剤とｐＨ
調整剤の混合還元剤溶液の混合に要する時間（混合時間）、および、晶析工程の第２の実
施形態において、ニッケル塩溶液と還元剤溶液との混合後のニッケルヒドラジン錯体粒子
のスラリー液とアルカリ金属水酸化物溶液との混合に要する時間（混合時間）は、いずれ
も好ましくは２分以内、より好ましくは１分以内、さらに好ましくは３０秒以内である。
混合時間が２分を超えると、混合時間の範囲内で、水酸化ニッケル粒子やニッケルヒドラ
ジン錯体粒子や初期核発生の均一性が阻害されて、ニッケル粉末の微細化が困難になった
り、粒度分布が広くなり過ぎたりする可能性があるためである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　　このように、めっき層は、単一のめっき層によって構成されることもでき、第２めっ
き層を最外層として第１めっき層の上に形成することもでき、さらには、第２めっき層上
に他のめっき層を設けることもできる。いずれの場合も、めっき層１層あたりの厚みは、
１μｍ～５０μｍであることが好ましい。また、めっき層にはガラスが含まれないことが
好ましい。めっき層の単位体積あたりの金属割合は９９体積％以上であることが好ましい
。めっき層は、その厚み方向に沿って粒子成長したものであり、柱状であることが好まし
い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
（実施例１）
　［ニッケル塩溶液の調製］ 
　ニッケル塩として硫酸ニッケル６水和物（ＮｉＳＯ4・６Ｈ2Ｏ、分子量：２６２．８５
）４４８ｇ、ニッケルよりも貴な金属の金属塩として硫酸銅５水和物（ＣｕＳＯ4・５Ｈ2

Ｏ、分子量：２４９．７）１．９７ｍｇ、および、塩化パラジウム（II）アンモニウム（
別名：テトラクロロパラジウム（II）酸アンモニウム）（（ＮＨ4）2ＰｄＣｌ4、分子量
：２８４．３１）０．１３４ｍｇ、錯化剤としてクエン酸三ナトリウム２水和物（Ｎａ3

（Ｃ3Ｈ5Ｏ（ＣＯＯ）3）・２Ｈ2Ｏ）、分子量：２９４．１）２２８ｇ を、純水１１５
０ｍＬに溶解して、主成分としてのニッケル塩と、ニッケルより貴な金属の金属塩である
核剤と、錯化剤とを含有する水溶液である、ニッケル塩溶液を調製した。
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